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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

久保嘉直・准教授 日本学術振興会科学研究費補助金 代表 新規インターフェロン γ 誘導性ミトコンド

リア蛋白質によるウイルス感染抑制機構の

解明 

久保嘉直・准教授 日本医療研究開発機構（AMED）エ

イズ対策実用化研究事業 
分担 HIV Gag 蛋白質の進化能の構造生物学研究

に基づく次世代の創薬シーズ創成 

石川 岳志・准教授 日本科学技術振興機構 地域産学バ

リュープログラム 
分担 計算化学手法による革新的な抗体精製用

RNA アプタマーの開発 

石川 岳志・准教授 日本医療研究開発機構 感染症研究

革新イニシアティブ（J-PRIDE） 
分担 赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標的とする

阻害剤探索―全容解明と治療薬開発にむけ

て― 

石川 岳志・准教授 日本医療研究開発機構 感染症研究

革新イニシアティブ（J-PRIDE） 
分担 薬剤耐性 RNA ウイルス出現予測法の確立と

迅速制御のためのインシリコ創薬 

石川 岳志・准教授 科学研究費助成事業 基盤研究（B）
（特設） 

分担 Wet-Dry 融合アプローチを用いた産業応用

酵素の遷移状態制御による新機能創製 

石川 岳志・准教授 科学研究費助成事業 基盤研究（C）
（一般） 

代表 HLA-ペプチド親和性の網羅的計算法の開発

とベーチェット病の病因解明への応用 

石川 岳志・准教授 科学研究費助成事業 基盤研究（B）
（一般） 

分担 アクチニド分子種と生体分子の相互作用に

関する計算化学的研究 

石川 岳志・准教授 科学研究費助成事業 基盤研究（B）
（海外） 

分担 東アジア調査に基づくベーチェット病, 強
皮症の特異的 HLA が病態に関わる機序の研

究 

GAUCHAN 
PUNITA・助教 

科学研究費助成事業 基盤研究（B） 代表 ネパールにおけるロタウイルスの進化とワ

クチン導入が及ぼす影響の評価 

金子美穂・助教 科学研究費助成事業 基盤研究（B） 分担 ネパールにおけるロタウイルスの進化とワ

クチン導入が及ぼす影響の評価 

渡邊 健・助教 日本学術振興会 代表 科研費基盤研究 C 食品の機能成分と抗ウ

イルス薬の併用：薬剤耐性の克服とインフル

エンザ予防は可能か？ 

渡邊 健・助教 日本豆類協会 代表 豆類振興事業「ササゲ属雑豆の抗ウイルス活

性に関する調査研究」 

渡邊 健・助教 富山大学和漢医薬学総合研究所 代表 平成 29 年度 共同利用・共同研究 (D)探索研

究プロジェクト 研究代表者 「伝統医薬由

来の抗インフルエンザウイルス活性探索と

作用機序解明」 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

渡邊 健・助教 エイズワクチン 2002/4/25 2009/6/5 特許第４３１７９１

２号 

渡邊 健・助教 抗ウイルス医薬品の相加相乗剤 2013/3/5  特開２０１４－１６

９２５５ 

渡邊 健・助教 キノリノン化合物および抗 RNA ウイルス治

療薬 
2017/3/31  特願２０１７－７２

２３０ 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

久保嘉直・准教授 非常勤講師（免疫学） 九州医学技術専門学校 

渡邊 健・助教 協力研究員 国立大学法人富山大学和漢医薬学総合研究所 

ＳＡＵＮＤＥＲＳ 

ＴＯＤＤ ＬＥＩ

ＧＨ・助教 

非常勤講師 
長崎女子短期大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

渡邊 健・助教 抗ウイルス薬開発 日経産業新聞 2017 年 
9 月 1 日 

抗インフルエンザ薬開発を取り上げら

れる「インフル薬候補の化合物 長崎

大、スパコン使い発見」として紹介され

る。 

渡邊 健・助教 抗ウイルス薬開発 長崎大学ホー

ムページ 
2017 年 
10 月 10 日 

学術情報欄に、「新たな作用のインフル

エンザ治療薬の候補物質を発見～スー

パーコンピューター「DEGIMA」を用い

て～」として紹介される 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

・金子美穂・助教 
日本臨床ウイルス学会：第 58 回日本臨床ウイルス学会 第四回若手奨励賞 

 


